
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

令和５年度福島県学校歯科保健優良校表彰に

おいて、磐梯二小が「優秀賞」を受賞しました。

そして、６月８日（木）に福島市で開催された

表彰式に参加してきました。

保護者の皆様にもご協力いただきながら学校

が一丸となって取組んだことをご評価いただい

たもので、とても嬉しい受賞です。

県内の各校種合わせて１９校が優秀賞に選ば

れましたが、なんと磐梯町の一小、二小、中学

校が揃って優秀賞を受賞しました。この快挙に、

各方面からお褒めの言葉をいただいています。

歯の健康は、生涯にわたっての健康づくりの

基礎となります。学校としても今回の受賞を励みに、さらに日々の取組を充実させていきたいと

思います。

地域に学ぶ
前号で、校舎北側にあるオオタケシードリン

グの大竹様より、マリーゴールドの苗をいただ

いたことをご紹介しました。そのことを機に、

２学年の生活科における町探検で見学を依頼し

たところ、快くお受けいただき、６月１２日

（月）に伺いました。

ビニールハウスを外から拝見したことはあり

ましたが、実際に中を見せていただくのは皆初

めてです。中にはきれいな苗がたくさん敷き詰

められており、子どもたちも歓声を上げていま

した。そしてご説明いただく中で、生産の工夫

や苦労についてたくさん知ることができ、すば

らしい学びとなりました。

今年度になって、田植え体験やホワイトコーン栽培体験のこともこの磐二小だよりで紹介して

きましたが、その他にも水耕栽培の鈴木様（石生）、小林工房様（町屋）、竹林を見せてくださっ

た田部様（上西連）、磐梯ジオパークの皆様、道の駅ばんだい様と、たくさんの方々にお世話にな

りながら本物にふれる学びをさせていただいております。地域の教育資源が豊富な磐梯町ですの

で、これからもどんどん校外に出かけて学ばせていただければと思います。
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よりよい授業をめざして
本校では、今年度も「生きて働く国語の力の

育成～『読めた』『使えた』が自覚できる単元構

想と授業づくり～」をテーマに掲げ、教員一人

一人の授業力向上に励んでいます。

そして、６月１３日（火）に、第１回の授業

研究会を行いました。

『スイミー』のおはなしを気持ちの変化に着

目しながら読み進めてきた第２学年の子どもた

ちは、本時で学ぶ場面の最後にはスイミーの気

持ちが高まってきていることを確認し、「スイミ

ーの気持ちはどうしてあがったのかな」という

めあてを自分たちで考えました。そこからの展

開も感心するばかりで、発表したくて仕方ないといったような積極的な話し合いを通し、スイミ

ーの気持ちが高まってきた理由を一人一人が自分なりに考えることができていました。

今回の授業で、子どもたちの思考を深めるための平田教諭の言葉がけが巧みでした。この「コ

ーディネート」について研究を深めて全職員で共有していくことで、学校全体の授業がさらに活

発になっていくものと思われます。子どもたちだけでなく、こうした教師同士の学び合いも大切

にしていきます。

今年もありがとうございます ～見守り隊による草刈り作業～
６月１１日（日）・１２日（月）に、見守り隊の皆様

が通学路歩道付近の草刈りをしてくださいました。こ

の時期に刈り込んでいただくことで、しばらくの間し

っかり歩行のスペースを確保できます。また雨が降る

と草に水がつき、そこを歩いた子どもたちの靴が思っ

た以上に濡れてしまうものですが、そうしたことも防

げます。

毎朝実際に歩いてくださっているからこそ分かるそ

うした状況を察知して、すぐに動いてくださる姿はた

いへんありがたく、さすが二小の見守り隊の皆様です。

きれいに整備された歩道を歩くのは子どもたちにとっても気持ちがよいと感じるに違いありま

せん。お忙しい中ありがとうございました。

プールでの学習が始まっています
６月７日（水）より、プールでの学習が始まってい

ます。

今年もふれあいセンター様に格段のご配慮をいただ

き、充実した学習を展開できています。なんといって

も、天候に左右されることなく実施することが可能と

なることがありがたいです。

保護者の皆様にも、水着の準備や洗濯、健康観察等

でご協力いただいており、感謝申し上げます。また、

２学年保護者の皆様には下校時刻変更にもご理解いた

だきありがとうございます。

どんどん練習を重ね、それぞれの立てた目標が達成できるよう励ましていきたいと思います。


